
東
海
本
部
は
、
６
回
の
交
渉
を
通

し
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
今
の
日
本
経

済
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
多

く
の
組
合
員
が
月
々
の
生
活
改
善
や

老
後
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
そ

し
て
健
保
や
様
々
な
社
会
保
障
費
の

値
上
げ
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
、
消
費

税
増
税
が
言
わ
れ
る
中
で
ベ
ア
は
切

実
な
要
求
で
あ
る
、
家
族
の
期
待
も

大
き
い
こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
。

夏
季
手
当
の
回
答
は
、
厳
し
い
状

況
の
中
で
安
全
輸
送
を
は
じ
め
と
し

た
社
員
の
努
力
を
考
慮
し
た
も
の
と

評
価
し
た
。
「
ベ
ア
な
し
」
の
会
社

回
答
は
不
満
の
残
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
社
会
全
体
の
状
態
や
経
済
の
動

向
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

妥
結
を
判
断
し
た
。

16
日
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
の
回
答
は
、

①
13
年
連
続
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
、
②
定

期
昇
給
の
実
施
、
③
55
歳
以
上
1
４

０
０
円
の
賃
金
措
置
。
④
超
過
勤
務

手
当
の
単
価
１
％
引
き
上
げ
、
⑤
構

内
手
当
２
０
０
円
引
き
上
げ
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

。
国
労
は
、
こ
の
回
答
を
社
員
犠
牲
、

人
件
費
の
抑
制
に
よ
り
経
営
改
善
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
25
年
余
、

Ｊ
Ｒ
各
社
最
低
の
労
働
条
件
を
強
い

ら
れ
て
き
た
社
員
と
家
族
に
は
極
め

て
不
満
の
残
る
回
答
で
あ
る
と
し
た
。

国
労
本
部
は
、
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
回

答
の
貨
物
会
社
に
対
し
、
3
月
23
日

ま
で
の
抗
議
行
動
を
指
示
し
た
。

東
海
本
部
と
東
海
貨
物
協
議
会
は
、

抗
議
を
行
い
、
要
求
獲
得
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ｲ
ア
ー
ル
東

海
バ
ス
の
回
答
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

国
労
の
春
闘
と
春
闘
で
の
共
闘
は

今
後
も
続
く
。

２０１２年３月１６日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１４（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

春
闘
勝
利
に
向
け
た
総
決
起
集
会

は
、
東
京
･
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ
、

組
合
員
と
家
族
を
あ
わ
せ
、
３
０
０

名
を
超
え
る
結
集
が
あ
っ
た
。

総
決
起
集
会
に
続
き
貨
物
本
社
に

向
か
う
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
東
海
本

部
内
の
新
幹
線
、
静
岡
、
名
古
屋
の

各
地
本
が
旗
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
約

40
名
の
組
合
員
が
雨
の
中
で
集
会
と

デ
モ
に
参
加
し
た
。

デ
モ
終
了
後
の
全
国
貨
物
主
催
の

「
貨
物
政
策
」
学
習
会
に
は
、
約
１

０
０
名
の
貨
物
組
合
員
が
結
集
し
、

学
習
と
交
流
を
深
め
た
。

今
回
の
春
闘
行
動
は
、
学
習
と
討

論
･
交
流
、
集
会
・
デ
モ
が
一
体
と

な
っ
た
一
日
行
動
で
あ
っ
た
。

国
労
青
年
部
･
婦
人
部
･
家
族
の

総
行
動
は
同
日
、
都
内
･
日
本
青
年

館
で
学
習
会
を
開
催
し
、
全
国
か
ら

約
60
名
が
結
集
し
た
。
学
習
会
は
、

「
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
と
の

闘
い
」
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

東
海
本
部
内
で
は
、
３
月
９
日
に

名
古
屋
地
本
、
11
日
に
新
幹
線
地
本

と
静
岡
地
本
が
春
闘
行
動
を
展
開
。

国
労
東
海
国 鉄 労 働 組 合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー
15

ー

５

交
通
ビ
ル
４
階

発
行

責

任

者

渡

邉

良

成

編

集

責

任

者

細
木
義

孝

国
労
本
部
は
３
月
９
日
に
12
春
闘
総
決
起
集
会
、
全
国
貨
物
協
議
会

が
学
習
会
、
青
年
部
･
婦
人
部
･
家
族
会
総
行
動
を
一
日
行
動
と
し
て

取
り
組
ん
だ
。
東
海
本
部
か
ら
も
新
幹
線
地
本
、
名
古
屋
地
本
、
静
岡

地
本
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。
各
地
方
で
春
闘
行
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

16日、ＪＲ東海と妥結

明治公園に国労の旗と３００人の組合員

妥
結
に
あ
た
り

青
･
婦
･
家
･
総
行
動

３
・
９

国
労
本
部
春
闘
行
動

国
労
東
海
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
の
「
ベ
ア
な
し
」
回
答
を
持
ち

帰
り
、
機
関
会
議
で
検
討
の
結
果
、
16
日
に
妥
結
を
判
断
し
た
。

一
方
、
16
日
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
回
答
に
対
し
国
労
本
部
は
、
こ
の
回
答

を
社
員
犠
牲
、
人
件
費
抑
制
で
あ
る
と
不
満
を
表
明
し
抗
議
行
動
の
指

示
を
発
し
た
。

貨
物
は
抗
議
行
動



「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

２０１２年３月１６日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１４（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

「
原
発
い
ら
な
い
！
３
・
11
福
島
県

民
大
集
会
」
は
、
郡
山
市
の
開
成
山

野
球
場
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
約
１

万
６
千
人
が
集
結
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
、
国
労
本
部
の
旗

を
先
頭
に
地
方
の
組
合
旗
も
林
立
し

た
。
静
岡
や
東
京
な
ど
各
地
か
ら
貸

切
バ
ス
な
ど
で
地
域
の
人
達
と
共
に

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

東
京
で
は
、
「
東
日
本
大
震
災
市

民
の
つ
ど
い
」
が
日
比
谷
公
園
で
約

４
万
人
が
集
い
、
１
万
３
千
人
が
デ

モ
で
東
京
電
力
や
経
済
産
業
省
前
を

行
進
。
ま
た
、
都
内
・
井
の
頭
公
園

で
「
震
災
復
興
・
な
く
せ
原
発
３
・

11
行
動
in
東
京
」
で
約
８
千
人
。
都

内
の
集
会
は
そ
の
他
多
数
で
あ
っ
た
。

夜
に
は
、
「
3
・
11
再
稼
働
反
対
！

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
呼
び
か
け
で

国
会
を
囲
む
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン

で
国
会
を
包
囲
。
歩
道
を
人
が
埋
め

尽
く
し
、
数
万
人
の
手
の
キ
ャ
ン
ド

ル
が
灯
火
さ
れ
、
総
理
大
臣
へ
再
稼

動
反
対
を
申
し
入
れ
た
。

静
岡
市
内
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
を
し
の
ぶ
「
３
・
11
メ
モ

リ
ア
ル
・
ひ
ま
わ
り
集
会
」
を
同
市

の
駿
府
公
園
で
開
催
し
、
市
民
ら
１

２
０
０
人
が
参
加
。
集
会
宣
言
は
、

被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
支
援
と
中

部
電
力
浜
岡
原
発
の
廃
炉
に
向
け
た

活
動
の
継
続
と
い
う
内
容
。

国
労
静
岡
地
本
か
ら
は
、
退
職
者

を
含
め
て
約
60
名
の
組
合
員
が
参
加

し
た
。

浜
松
市
内
で
は
、
「
３
・
11
福
島

原
発
事
故
か
ら
１
年
や
め
ま
い
！
原

発
浜
松
ウ
ォ
ー
ク
３
」
で
デ
モ
行
進

と
Ｊ
Ｒ
「
浜
松
駅
」
北
口
で
反
原
発

の
想
い
を
ト
ー
ク
リ
レ
ー
し
た
。

大
阪
市
で
は
「
な
く
そ
う
原
発
３
・

11
府
民
集
会
」
で
約
８
千
人
が
結
集

し
た
。

名
古
屋
で
は
、
「
3
・
11
さ
よ
う

な
ら
原
発
in
愛
知
〜
明
日
に
つ
な
げ

る
大
集
会
」
に
５
千
人
が
集
ま
り
、

国
労
名
古
屋
地
本
か
ら
22
名
参
加
。

三
重
県
・
津
市
で
は
、
「
原
発
反

対
三
重
県
民
会
議
」
の
集
会
に
約
１

３
０
人
が
参
加
。
白
紙
撤
回
さ
れ
た

中
部
電
力
・
芦
浜
原
発
計
画
の
地
元
・

南
伊
勢
町
の
住
民
、
女
性
や
若
者
の

代
表
が
、
「
原
発
の
安
全
神
話
は
崩

れ
た
。
原
発
は
ゼ
ロ
に
す
べ
き
だ
」

な
ど
と
訴
え
、
中
部
電
力
三
重
支
店

前
ま
で
行
進
し
た
。

東
海
エ
リ
ア
内
で
の
３
月
11
日
の

行
動
は
、
各
地
域
で
多
数
あ
り
国
労

の
関
わ
り
は
様
々
で
あ
っ
た
。

東
海
本
部
は
、
震
災
直
後
か
ら
救

済
･
復
興
支
援
を
組
合
員
や
家
族
の

協
力
に
よ
り
迅
速
か
つ
組
織
的
に
行
っ

て
き
た
。

今
後
も
復
興
支
援
、
行
政
へ
の
働

き
か
け
や
組
合
と
し
て
取
る
べ
き
課

題
を
持
つ
。
原
発
問
題
も
同
様
で
あ

り
、
長
期
に
わ
た
る
対
策
の
ま
だ
１

年
し
か
過
ぎ
て
い
な
い
こ
と
を
再
確

認
し
、
大
会
や
委
員
会
で
決
定
し
た

方
針
に
よ
り
運
動
を
進
め
て
ゆ
く
。

組
合
員
が
多
数
参
加
し
た
３
月
11

日
の
全
国
各
地
で
の
行
動
は
、
国
民

的
な
巨
大
な
う
ね
り
の
可
能
性
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

国労東海機関紙の新年企画「お年玉ﾊﾟｽﾞﾙ」で当選

した芦川さん（国労ＯＢ）からお礼状が届いた。

東海本部 様

新年号(国労東海)の賞品頂きました。有難う御座い

ます。自慢では有りませんが、懸賞やクイズなど数多

く応募していますが中々当たりませんでした。 今年

は、東部支部のビンゴで福男になり、東海本部の懸賞

も当たり今までのツキが一度に来たようです。寒い時

期が続きますが、私には一足早い春が来たようです。

本当に有難う御座いました。豚ドンの基一杯いただき、

息子も喜んで食べてます。

退職をしましたが、ＯＢの立場から国労運動応援し

て行きます。春闘・職場の民主化・組織の拡大・政治

闘争等頑張って活動してください。

2012年２月17日 元国労富士分会 芦川茂雄

東
日
本
大
震
災
被
災
の
状
況
は
、
約
34
万
４
千
人
が
都
道
府
県
に
散
っ

て
避
難
生
活
を
送
り
、
内
約
11
万
７
千
人
が
７
県
の
仮
設
住
宅
に
暮
ら

す
。
死
者
は
自
然
災
害
で
戦
後
最
悪
の
１
万
５
千
人
強
、
３
１
５
５
人

は
行
方
不
明
。
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
で
発
生
し
た
が
れ
き
の
処
理

は
、
最
終
処
理
済
み
が
６
％
に
と
ど
ま
り
、
被
災
自
治
体
の
復
興
計
画

は
５
〜
10
年
で
の
完
了
を
想
定
し
た
。
福
島
県
は
こ
れ
に
加
え
、
放
射

能
汚
染
に
も
苦
し
む
。
被
災
か
ら
1
年
の
3
月
11
日
、
全
国
各
地
で
追

悼
と
復
興
、
反
・
脱
原
発
の
集
会
が
開
か
れ
、
国
労
の
旗
も
林
立
し
た
。

被
災
1
年
・
全
国
各
地
で
大
行
動

お年玉ﾊﾟｽﾞﾙ当選でお礼状

福
島
･
東
京
で
大
集
会

大
阪
・
名
古
屋
で
は

静
岡
で
１
２
０
０
名

三
重
県
･
津
市
で
は

3･11

静岡での大集会、駿府公園内でトラック荷台が仮説ステージ


